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歌のある民話の分類試案
An idea of classification of folktales which include songs.











































春三月 月の夜に 桜の花がちらちらと 雪が降るかと思いけり
春三月 月の夜に 先に行けば後に影がさす 人が来ると思いけり
この寺に小僧三人 餅二つ 若には食わせまいと思いけり





➂ 隠岐郡海士町多井の木野谷タマさん（明治 19 年生）の「三人小僧の歌比べ」
から。三人の小僧が詠む歌。（⑮ 103～ 105）
地獄の先の鬼唐臼 死 んで行かねば わしゃ搗かん
（す）
膠 でつけた石仏 温もりが入らにゃ わしゃ搗かん





























⑨ 木野谷タマさん（前出）の「侍とおやじの歌比べ」から。（⑮ 171～ 173）
禿げ山になぜに鳥居が見えぬやら すこしをするに髪がますます（侍の歌）
は とり い かみ
名所古蹟は多けれど 花(＝鼻）のないのが寂しかるらん（おやじの歌）
こ せき
















早く芽を出せ 柿の種 出さぬと鋏で 挟み切る














イッテングー ニッテングー サンテングー スィーテング
長吉そえて五天狗（一天狗 二天狗 三天狗 四天狗 長吉そえて五天狗）
➁ 仁多郡奥出雲町大呂の安部イトさん（前出）の「瘤取り爺」から。（➀ 186～ 189）
天狗 天狗 メッテング（天狗 天狗 三天狗）
天狗 天狗 メッテング（天狗 天狗 三天狗）－天狗が踊りながらうたう歌－
天狗 天狗 メッテング じいをそえて ヨッテング
（天狗 天狗 三天狗 爺を添えて四天狗）－爺がうたう歌－
B 自由詩的な歌
（1）からかい歌








そう そう そう 瓜姫さん シイタン（芯）ばっかぁ
そう そう そう 瓜姫さん サネ（核）ばっかぁ











千年過ぎし この寺 チャチャボラチャ ア－ チャッ チャッ チャッ
ア－ チャッ チャッ チャッ（椿の妖怪）
二千年過ぎし この寺 このススぼらぼ バッバッバァ－
二千年過ぎし この寺 このススぼらぼ ブッブッブゥ－（小僧）
➁ 米子市観音寺の浦上金一さん（昭和 3 年生）の「化物問答」から。妖怪たち
が歌う歌。（⑫ 141～ 150）




































じいさん サイがない ばばさん クダがない
➁ 東伯郡三朝町大谷の山口忠光さん（前出）の「舌切り雀」の中でも雀の歌と
して類歌が歌われている。（⑪ 48～ 56）
サイのない おじいさん クダのない おばあさん スットントン
➂ 飯石郡飯南町八神の寺西スエコさん（大正 3 年生）の「竹伐り爺」の放屁の
ときの音。（➀ 132～ 136）
日本一の屁こきじい スッポンポンノ ポ－ン
➃ 仁多郡奥出雲町下阿井の井上掏佶さん（明治 19 年生）の「金の犬こ」（➀ 16
～ 27）から、吾一や長者が米を搗くときの「米つき歌」。
千石、万石。数知らず













⑥ 松江市八雲町熊野市場の稲垣カズコさん（明治 39 年生）の「食わず女房」か
らの「妖怪女房の作業歌」。（⑦ 160～ 168）
やあこれは蒸すことができた ヤットコショ ドッコイショ
ああまたもう一ぺん もう三べん またドッコイショ ドッコイショ
⑦ 隠岐郡隠岐の島町加茂の橋本オヤスさん（明治 37 年生）の「鼠浄土」から。
ネズミたちが餅つきで歌う「餅搗き歌」。（⑮ 128～ 130）






⑨ 八頭郡智頭町波多の大原寿美子さん（明治 40 年生）の「笠地蔵」から。地蔵
が爺の家へ荷物を運ぶときの「掛け声歌」。
ああ、えっさら えっさら えっさら えっさら
えっさら えっさら えっさら えっさら
⑩ 境港市朝日町の根平こうさん（明治 44年生）の「舌切り雀」から「道行き歌」。
（⑥ 48～ 56）
舌切り雀 こ－ろころ 舌切り雀 こ－ろころ（爺が訪ねて行くときの歌）
キ－コや バッタバタ キ－コや バッタバタ
カランコ トントン カランコ トントン
じいさんシシがない ばあさんクダ がない
カランコ トントン カランコ トントン………（雀の機織り歌）
⑪ 日野郡日南町神戸上の内田丑二さん（大正 11 年生）の「大力の新左の話」の
石を運ぶときの歌など。（⑥ 140～ 144）
ｴﾝﾔﾗﾅ- ﾖｲﾄﾅ- ﾔﾚｺﾘｬﾅ- ｿﾗ 引けﾅ- ｿﾚこの岩が ﾖｲﾄ-ｾ-
吉野にﾅ- 行くだとや ｳﾝﾄｺｾ- ｿﾘｬ 動いたぞ ｱﾘｬ 生きとるぞ
ｴｲｺﾗﾔ- 家でもﾅ- ｿﾘｬ 中でもﾅ- ｱ ﾖｲﾄ-ﾅ- ｳﾝﾄ-ｾ- ｿﾗﾃﾞﾓﾅ-
下でもﾅ- ｳﾝﾄ-ｾ-
ｿﾚ 峠の茶屋で ｴﾝﾔﾗｻ- 十八島田が手招きするよ ﾖｲﾄ-ﾅ-
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ｿﾚ 晩にはﾅ- ﾊ ﾖｲﾄ-ｾ- 色白の この子がﾅ- ｴﾝﾔﾗﾔ- 新左に 惚れたとﾅ-
⑫ 八頭郡智頭町波多の大原寿美子さん（前出）の「種の藤助」から。狼たちの
田植え歌。（➃ 81～ 88）
種の藤助の この田の稲は 穂にはならず 水ばらみ
種の藤助の この田の稲は 穂にはならず 水ばらみ
⑬ 米子市観音寺の浦上金一さん（前出）の「猿のドジョウ取り」で猿が歌う。
（⑥ 62～ 68）
大ドジョウ 小ドジョウ 抜いてごしぇー わしの命もたまらのわぁ
エ－トヤ－ エ－トヤ－
大ドジョウ 小ドジョウ 抜いてごしぇー わしの命もたまらのわぁ
エ－トヤ－ エ－トヤ－
（4）問答の歌
➀ 江津市桜江町谷住郷の島田朝子さん（大正 12 年生）の「神歌好きな一家」か
ら、家族のそれぞれが歌う歌。（⑭23～25）
ばばや ばばや 早起きて 火を焚け 東も白む
しら
嫁じょうよ 嫁じょうや かいや杓子は どこしにあ－る
ありゃ 三階棚の裏によ ありゃ 三階棚の裏によ
去年 坊やの父が言うたげな また今年も得手を出いたな
アイツモ ドンドンドン コイツモ ドンドンドン
➁ 隠岐郡隠岐の島町大久の吉山キチさん（明治 32 年生）の「歌好きな一家」か
ら、家族のそれぞれが歌う歌。（⑮ 15～ 16）
シャモジが 見えぬ（嫁）


























ねーん ねーん ねんねんやー アーワーワーとも言いやれなー
シート（四斗）クショー（九升）ともおーしゃーれ
ねーん ねーん ねんねんやー








































錦 ザラザラ こもしき ザラザラ 五葉の松笠 スッペラポンのポン
カンカン金持ち ブンブン分限者 酒の肴で スッペラポン
類話からやや異なった音の例を挙げておこう。東伯郡三朝町吉尾の別所菊子さ
ん（明治 35年生）から。（➄ 150～ 153）
白金 黄金 チャンポンピン（主人公の爺）
丹後たちゃタンタラタン 備後ビッチャビッチビッチ（隣の爺）
4. おわりに
以上、昔話の中に出てくる歌であるが、その特徴を分類してみたものである。
かなり強引にまとめたきらいはあるが、一つの試案として提示したまでである。
分類の仕方にはまだまだ別な見方もあるかと思う。それのたたき台として考えて
いただきたい。 （以上）
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